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市
民
の
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さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
旧
年
中
は
、
社
協
会
員
増
強
運
動
、
共
同
募
金
運
動
を
は
じ
め
、
本
会
の
地
域

福
祉
事
業
の
推
進
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
社
会
環
境
は
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き
く
変
化
し
て
お
り
、
子
育
て
や
介
護
に
関
す
る
問
題
、

社
会
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孤
立
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困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
は
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多
様
化
し

て
お
り
ま
す
。
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会
に
お
き
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も
、
生
活
の
困
り
ご
と
の
相
談
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増
加
し
、
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域
福
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事
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の
重
要
性
を
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感
し
て
お
り
ま
す
。
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と
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Ｄ
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認
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受
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。
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と
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と
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。
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資
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用
に
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。
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れ
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得
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・
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、
そ
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機
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と
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連
携
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協
働
を
図
り
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
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で
安
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し
て
暮
ら
し
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い
け
る
よ
う
第
４
次
地
域
福
祉
活
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計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
つ
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が
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重
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合
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。

結
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に
、
新
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皆
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に
と
り
ま
し
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希
望
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満
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令和６年度 埼玉県社会福祉大会

令和６年度 全国社会福祉大会

（敬称略）

（順不同･敬称略）

埼玉県
知事表彰

埼玉県
社会福祉大会

会長表彰

埼玉県
共同募金会
会長表彰

　この大会は、多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰して一層のご活躍を期待するとともに、社会福祉の
一層の充実をめざす機会として開催されるものです。

　この大会は、埼玉県の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰するとともに、県内の社会福祉関係者が集い、社会福祉に
関する課題の解決に向けた決意を新たにし、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として開催されるものです。

＊大澤 節子
全国

社会福祉協議会
会長表彰

社会福祉協議会の役員の現職で、在籍期間が15年
以上の功績顕著なもの

社協・民間団体功労者

15年以上にわたり奉仕者として率先して活動を行
い、その功績が顕著なもの

共同募金活動奉仕者

現に社会福祉事業のボランティア団体として８年以上に
わたり、率先して活動を行い、その功績が顕著なもの

ボランティア（団体）

＊宮澤 京子
＊越田 端子
＊中井 定子

現に社会福祉事業のボランティアとして10年以上
にわたり、率先して活動を行い、その功績が顕著な
もの 

ボランティア（個人）

10年以上にわたり奉仕者として率先して活動を行ったもの

奉仕者

＊バルーンアート 夢ふうせん 
＊手助けの会 
＊手話・つどいの会 

＊髙橋 勝

＊河野 公一 
＊加藤 政夫 
＊田所 清   

＊松村 淑子
＊鈴木 美津代

＊いきがい鴻巣35 
＊さうんどばぁば 

あなたのあなたの「できること」を地域の力に！あなたの特技が輝
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　高齢や障がいなどによるちょっとした日常生活上の困りごとをお手伝いする“住民同
士の支え合い活動 ”です。資格は特に必要ありません。得意なこと、出来ることを活か
して活動しませんか？

　希望する高齢の方に“声のお友達 ”として電話をかけて見守るボランティア活動です。
お話を聞くことが好きな方、自分のペースで活動したい方にオススメです。資格は特に
必要ありません。

　判断能力の不十分な高齢者、知的障がいや精神障がいのある方などが安心して地
域生活が送れるよう定期的に訪問する生活支援員として活動しませんか？資格は特に 
必要ありません。
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活動内容 	
• 	食事の支度
• 	衣類の洗濯やつくろいもの	
• 	部屋の清掃、整理整頓	
• 	買い物代行	
• 	通院、散歩などの付き添い	
• 	お話し相手、代筆、代読	
• 	簡単な作業（簡単な庭の草むしりなど）	
• 	留守番（利用会員が家に残るとき）	
• 	困りごとの取次ぎ	等

活動内容 	
• 	福祉サービスの利用援助
（福祉サービスの利用をサポート）
• 	日常生活上の手続き援助	
（日常の暮らしに必要な事務手続きをサポート）
• 	日常的金銭管理	
（日常の暮らしに必要なお金の出し入れをサポート）

活動時間 	ご都合のいい時間で活動できます！	
	 月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時	
	 ※土日、祝日、年末年始はお休み
活　動　先 	ご利用者宅
活　動　費 	30分350円・１時間700円を
	 お支払いします
問　合　せ 	地域福祉課	地域福祉グループ	
	 TEL	048-597-2100	
	 FAX	048-597-2102　

活動時間 	月曜日〜金曜日・午前9時〜午後５時	
	 ※土日、祝日、年末年始はお休み
活　動　費 	１時間1,000円〜1,400円（活動内容による）
	 以降は30分ごとに400円をお支払いします
問　合　せ 	地域福祉課	権利擁護・生活困窮者支援グループ	
	 TEL	048-597-2100　
	 FAX	048-597-2102　

活動時間 	ご都合のいい日に活動できます！	
	 火曜日	午前９時30分〜午前11時
	 	 午後１時30分〜午後３時
	 木曜日	午前９時30分〜午前11時	

活動場所 	鴻巣市総合福祉センター
問　合　せ 	地域福祉課	地域福祉グループ	
	 TEL	048-597-2100
	 FAX	048-597-2102　

あなたのあなたの「できること」を地域の力に！あなたの特技が輝
く「できること」を地域の力に！あなたの特技が輝
く活動者

募集

①　鴻巣市社協地域支え合い事業『思いやりの輪』

②　社協友愛電話

③　『あんしんサポートねっと』（埼玉県社会福祉協議会受託事業）
福祉サービス利用援助事業
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第２弾　鴻巣市社会福祉協議会が運営する障がい者施設を一般公開します

社協福祉見守り活動を希望される方へ 移動スーパーのご案内

「社協フードバンク」開設しています！『もったいない』を『ありがとう』へ

　「障がい者施設ってどんなところ？」 「いつも何してるの？」 「興味はあるけど行きにくい…」と感じている方、
一度見学してみませんか？ 事前申込み不要です！

　外からのさりげない見守りや訪問による見守り活動
を行います。見守りを希望される方は、ご連絡くださ
い。チラシ兼申込み用紙をお渡しいたします。

　鴻巣市生活支援体制整備事業（市受託）で実施して
いる“移動スーパー”は㈱カスミの協力により、毎週
同じ場所の同じ時間に伺います。
　商品は、「生鮮食品」「野菜や果物」 

「調味料」「牛乳」など約600種類ある 
小さなスーパーです。
　ぜひ、皆さんご利用ください！

　社協では「食べる物がなく困っている」などの相談を受けるなかで、食品等を支援する体制強化を図るため、
『社協フードバンク』を開設しています。

≪食品提供のお願い≫　食べられるのに様々な理由で処分されてしまう食品のご提供をお待ちしております。

施設名 日　時 所在地・問合せ先

鴻巣市あしたばポプラ作業所 令和７年２月18日（火）
午前10時～午前11時

鴻巣市箕田4211-1（鴻巣市総合福祉センター内）
TEL/FAX 048-596-3425

鴻巣市あしたば第二作業所 令和７年２月19日（水）
午前10時～午前11時

鴻巣市原馬室3116-2
TEL/FAX 048-543-3225

鴻巣市吹上太陽の家 令和７年２月17日（月）
午後１時30分～午後２時30分

鴻巣市鎌塚57-1（吹上福祉活動センター内）
TEL 048-549-2288  FAX 048-549-2289

内　容  施設見学・概要説明・施設利用者との作業体験・質疑応答（概ね１時間程度）※10月に実施した内容と同様になります。
対　象  障がい者施設に興味・関心のある方（各施設　先着１０名程度）
備　考  見学の際は検温・手指消毒・マスク着用のご協力をお願いします。※状況によっては中止する場合がございます。

対　象   ひとり暮らしの方、高齢者のみ世帯、障がい
者のみ世帯、介護が必要な方がいる世帯、 
子育てしている世帯等

問合せ  地域福祉課　地域福祉グループ　
 TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

問合せ  地域福祉課　権利擁護・生活困窮者支援グループ　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

鴻巣市生活困窮者自立相談支援センター（市受託）
　おひとりで悩まずにご相談ください。生活上の悩み、経済的な困りごと、就労に関することなど無料で相談
できます。なるべく早い段階でご相談いただくことが、早期解決への第一歩につながります。
日　時  午前８時30分～午後５時15分（土日、祝日、年末年始を除く）
場　所  鴻巣市総合福祉センター　　　備　考  電話もしくはFAXによる事前予約の方優先
問合せ  地域福祉課　権利擁護・生活困窮者支援グループ　TEL 048-597-2100　FAX 048-597-2102

原則、賞味期限１ヶ月以上で常温保存が可能で未開封のもの。詳しくは下記までお問い合わせください。
例）お米、インスタント食品、レトルト食品、缶詰、お菓子、調味料など

〜社協へのご厚意ありがとうございました〜
鴻巣敬神会露商組合	 15,000円
コスモス大学18期生	 5,434円
近藤　充夫	 30,000円
中央住宅消毒	 20,000円

岩上　茂（㈱直徳）	 20,000円
JAほくさい川里中央支店	 23,000円
全国友の会鴻巣支部	 5,000円
匿名	 20,000円

令和6年10月21日〜令和6年12月20日
（順不同 敬称略）

詳しくはこちら

表紙の答え：しゃかいふくし
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